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2018 年 4 月より厚生労働省の発達障害対策専門
官に着任いたしました加藤永歳と申します。職歴
としては、千葉県発達障害者支援センター、足立
区教育相談センター、日本発達障害ネットワーク、
岐阜県発達障害者支援センターを経て、現在に至
ります。日詰正文 前発達障害対策専門官のこれま
での足跡を大切にし、さらにその歩を進めていき
たいと思っております。これからも何卒よろしく
お願いします。

個人的な話になりますが、私は趣味で剣道をして
おります。剣道の世界には「気剣体一致」という言
葉がありまして、その字の通り、気持ち（気）と技
術（剣）、そして体勢（体）が調和的に一致するこ
とがとても重要である、という意味があります。剣
道の立ち会い（試合）においても、この気剣体一致
がなされていない技は一本にはなりません。

本稿を綴るにあたり全日本自閉症支援者協会へ
の期待を想ったときに、この「気剣体一致」とい
う言葉が浮かび、貴会とこの言葉の意味との重な
りを考えました。

まず「気」について、全日本自閉症支援者協会
に集うみなさんの発達障害の方やご家族への想い、
そして支援者としての熱意は何よりも強く、ここ
に揺らぎはないと思います。
「剣」、すなわち技術については、まさに支援の

専門性のことであり、「論拠に基づく支援」を指す
ものです。発達障害の特性の理解を深め、多角的
なアセスメントを実施し、そこから得られる客観
的な情報に基づき支援を展開する。そして支援の

成果として、ご本人やご家族のどのようなポジティ
ブな変化に結びついたのかを確認した上で、次の
支援の方向性を見出していく。これらを大事にす
る実践は、カンや経験のみに寄らない「説明可能
な支援」につながるものであり、支援者として不
可欠なものであると思っております。また、これ
らの専門性に基づいて他の支援者・機関を支える
こと、すなわちコンサルテーションも求められて
いる重要な支援活動です。発達障害の理解、説明
可能な支援技術、そしてコンサルテーション力等
の専門性は、全日本自閉症支援者協会の取り組み
である発達障害支援スーパーバイザー養成研修に
集約されるものと大いに期待しております。

そして「体」です。全国自閉症者施設協議会は
1987 年に設立され、2017 年に全日本自閉症支援者
協会として更なる飛躍を遂げられました。その歴
史は、日本における障害福祉の変遷、発達障害者
とその家族のニーズの多様化等、その大きな流れ
とともにあったかと思います。その流れに応じて
組織体制のまとまりを維持し続ける貴協会は、日
本の発達障害支援においてとても大きな存在であ
ると感じております。

剣道は礼に始まり礼に終わります。そこには相
手への敬意しかありません。貴協会のこれまでの
ご尽力に敬意を表するとともに、福祉行政との連
携を含め、今後も日本の発達障害支援の醸成に寄
与いただきたく、「気剣体一致」を備える職能団
体として更に力強く発展されることを願っており
ます。
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◎�

発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
の
地
域

支
援
機
能
の
強
化

発
達
障
害
に
つ
い
て
は
、
支
援
の
た

め
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
十
分
普
及
し
て
い
な
い

た
め
、
各
地
域
に
お
け
る
支
援
体
制
の
確

立
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の

た
め
市
町
村
・
事
業
所
等
支
援
、
医
療
機

関
と
の
連
携
や
困
難
ケ
ー
ス
へ
の
対
応
等

を
発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
が
地
域
の

中
核
と
な
る
た
め
の
地
域
支
援
機
能
強
化

を
図
り
、
発
達
障
害
者
地
域
支
援
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
の
配
置
等
も
併
せ
て
支
援
体
制
の

整
備
を
推
進
さ
せ
る
。

◎�
発
達
障
害
児
者
及
び
家
族
等
支
援
事

業
の
創
設

平
成
28
年
８
月
に
施
行
さ
れ
た
改
正
さ

れ
た
発
達
障
害
者
支
援
法
に
お
い
て
、
都

道
府
県
及
び
市
町
村
は
、
発
達
障
害
者
の

家
族
が
互
い
に
支
え
合
う
た
め
の
活
動
の

支
援
を
行
う
こ
と
を
努
め
る
よ
う
明
記
さ

れ
た
。家
族
へ
の
支
援
に
つ
い
て
は
、現
在
、

ペ
ア
レ
ン
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
や
ペ
ア

レ
ン
ト
メ
ン
タ
ー
の
養
成
等
に
つ
い
て
補

助
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
新
た
に

家
族
支
援
の
た
め
の
メ
ニ
ュ
ー
（
ペ
ア
レ

ン
ト
メ
ン
タ
ー
養
成
等
事
業
、
家
族
の
ス

キ
ル
向
上
支
援
事
業
、
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
推

進
事
業
、そ
の
他
の
本
人
・
家
族
支
援
事
業
）

を
創
設
し
、
身
近
な
支
援
を
実
施
す
る
た

め
対
象
自
治
体
を
市
区
町
村
ま
で
拡
大
さ

せ
て
い
く
。

「発達障害者支援の今後の課題と展望」について

公明党　　高木美智代衆議院議員

◎�

発
達
障
害
専
門
医
療
機
関
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
構
築
事
業

平
成
29
年
１
月
に
総
務
省
か
ら
「
発
達

障
害
者
支
援
に
関
す
る
行
政
評
価
・
監
視

結
果
に
基
づ
く
勧
告
」
が
な
さ
れ
た
が
、

発
達
障
害
の
専
門
的
医
療
機
関
が
少
な
い

と
い
う
指
摘
が
あ
り
、
専
門
的
医
療
機
関

の
確
保
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を

踏
ま
え
、
平
成
30
年
度
予
算
で
発
達
障
害

の
診
療
・
支
援
が
で
き
る
医
師
の
養
成
を

行
う
た
め
の
実
地
研
修
等
を
実
施
し
、
専

門
的
医
療
機
関
の
確
保
を
図
る
。

◎�

発
達
障
害
者
雇
用
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー

タ
ー
に
よ
る
就
職
段
階
か
ら
職
場
定

着
ま
で
の
一
貫
し
た
専
門
的
支
援
の

実
施

発
達
障
害
者
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
や
対
人
関
係
の
構
築
等
に
困
難
を

抱
え
て
お
り
、
障
害
特
性
や
作
業
能
力
等

を
把
握
し
、
就
職
準
備
段
階
か
ら
職
場
定

着
ま
で
の
一
貫
し
た
専
門
的
支
援
が
必
要

で
あ
る
こ
と
等
か
ら
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に

発
達
障
害
者
雇
用
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー

を
配
置
し
、
①
求
職
者
へ
の
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
、
支
援
方
針
の
策
定
、
就
職
準
備
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
、
就
職
後
の
定
着
相
談
、

専
門
支
援
機
関
と
の
連
絡
調
整
等
、
②
発

達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
の
ア
ウ
ト

リ
ー
チ
支
援
、
③
事
業
主
へ
の
発
達
障
害

者
の
雇
用
や
定
着
に
必
要
な
知
識
や
管
理

ノ
ウ
ハ
ウ
の
提
供
、
専
門
支
援
機
関
と
の

連
絡
調
整
等
を
行
う
。

◎�

世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
（
４
月
２

日
）、
発
達
障
害
啓
発
週
間
（
４
月

２
日
〜
８
日
）

例
年
通
り
、
関
係
府
省
（
厚
生
労
働
省
、

文
部
科
学
省
）
大
臣
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
発
出
、

東
京
タ
ワ
ー
・
ラ
イ
ト
・
イ
ッ
ト
・
ア
ッ
プ
・

ブ
ル
ー
、
関
係
者
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

や
作
品
展
示
等
を
実
施
す
る
。

◎�

家
庭
と
教
育
と
福
祉
の
連
携
「
ト
ラ

イ
ア
ン
グ
ル
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
障
害

児
、
学
習
上
、
生
活
上
特
別
な
支
援
が
必

要
な
小
・
中
・
高
等
学
校
等
に
在
籍
す
る

発
達
障
害
な
ど
障
害
の
可
能
性
の
あ
る
児

童
生
徒
に
対
し
て
、
文
部
科
学
省
、
厚
生

労
働
省
が
連
携
し
て
、
各
自
治
体
に
お
け

る
教
育
委
員
会
や
福
祉
部
局
の
連
携
が
一

層
推
進
さ
れ
、
本
人
及
び
そ
の
保
護
者
支

援
に
つ
な
げ
る
た
め
の
連
携
・
支
援
の
在

り
方
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、

①
教
育
と
福
祉
と
の
連
携
を
推
進
す
る
た

め
の
方
策
と
し
て
、
教
育
委
員
会
と
福
祉

部
局
、
学
校
と
障
害
児
通
所
支
援
事
業
と

の
関
係
構
築
の
「
場
」
の
設
置
、
学
校
の

教
職
員
等
へ
の
障
害
の
あ
る
子
ど
も
に
係

る
福
祉
制
度
の
周
知
、
学
校
と
障
害
児
通

所
支
援
事
業
所
等
と
の
連
携
の
強
化
、
個

別
の
支
援
計
画
の
活
用
を
促
進
さ
せ
る
こ

と
、
②
保
護
者
支
援
を
推
進
す
る
た
め
の

方
策
と
し
て
、
保
護
者
支
援
の
た
め
の
相

発達障害者の地域生活保障に向けた課題が広がっていく中、平成 28 年に発達障害者支援法を改正し、
①ライフステージを通じた切れ目のない支援、②家族なども含めた、きめ細かな支援、③地域の身近
な場所で受けられる支援を目指すことを当協会員が共有化していくために発達障害の支援を考える議
員連盟の事務局長を務める公明党高木美智代衆議院議員に発達障害者支援の今後の課題と展望につい
てご講演をいただきました。
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談
窓
口
の
整
理
、
保
護
者
支
援
の
た
め
の

情
報
提
供
の
推
進
、
保
護
者
同
士
の
交
流

の
場
等
の
促
進
、
専
門
家
に
よ
る
保
護
者

へ
の
相
談
支
援
を
す
す
め
る
こ
と
等
が
示

さ
れ
て
い
る
。

具
体
的
な
形
で
は
、
厚
生
労
働
省
に
お

い
て
は
「
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
改
定
」、「
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
等
報
酬
改
定
で
拡
充
し
た
連
携
加
算
を

活
用
し
て
、
学
校
と
の
連
携
を
さ
ら
に
推

進
し
て
い
る
こ
と
」、
文
部
科
学
省
に
お
い

て
は
「
個
別
の
支
援
計
画
を
活
用
、
切
れ

目
の
な
い
支
援
体
制
を
整
備
す
る
自
治
体

へ
の
支
援
」、「
保
護
者
や
関
係
機
関
と
連

携
し
た
計
画
の
作
成
に
つ
い
て
省
令
に
新

た
に
規
定
し
た
こ
と
」
等
の
紹
介
が
あ
っ

た
。◎

こ
れ
ら
の
他
に
も
、
W
H
O
に
よ
る

I
C
D
11
の
障
害
分
類
や
定
義
な
ど
に
つ

い
て
翻
訳
整
理
す
る
こ
と
や
、
成
年
後
見

制
度
の
利
用
促
進
を
す
す
め
て
い
く
た
め

の
計
画
な
ど
に
つ
い
て
も
触
れ
ら
れ
た
。

平
成
30
年
7
月
1
日
（
日
）、
T
K
P

神
田
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
全

日
本
自
閉
症
支
援
者
協
会
総
会
の
年
次
総

会
が
開
催
さ
れ
た
。

○
会
長
挨
拶

総
会
に
先
立
ち
、
松
上
利
男
会
長
よ
り

挨
拶
が
あ
っ
た
。

日
本
知
的
障
害
福
祉
協
会
全
国
施
設
長

会
議
を
明
日
に
控
え
て
、
全
国
か
ら
ご
出

席
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

五
十
嵐
前
会
長
か
ら
会
長
を
引
き
継
ぎ
2

年
間
た
っ
て
、
次
の
若
い
人
に
バ
ト
ン
を

渡
し
て
い
く
こ
と
や
関
係
機
関
と
ど
う
パ

イ
プ
を
作
っ
て
い
く
の
か
が
大
き
な
使
命

だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
行
政
と
の
パ
イ

プ
つ
く
り
に
つ
い
て
、ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー

養
成
研
修
と
地
域
支
援
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を

軸
に
し
た
国
の
研
修
を
ど
う
共
同
し
て
進

め
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
を
厚
生
労
働
省

と
話
を
進
め
て
い
ま
す
。
ス
ー
パ
ー
バ
イ

ザ
ー
養
成
研
修
は
重
要
な
役
割
が
あ
り
ま

す
が
、
今
年
度
よ
り
日
本
財
団
か
ら
の
補

助
が
な
く
な
り
、
独
自
で
運
営
す
る
こ
と

に
な
っ
た
の
で
新
た
な
課
題
が
生
じ
て
い

ま
す
。
日
本
自
閉
症
協
会
や
親
の
会
と
連

携
を
し
て
い
く
こ
と
や
J
D
D
ネ
ッ
ト
に

平
成
30
年
度
　
全
日
本
自
閉
症
支
援
者
協
会
総
会 

議
事
録

加
盟
し
た
の
で
つ
な
が
り
が
広
が
っ
て
お

り
、
全
国
主
管
課
長
会
議
や
発
達
障
害
者

を
支
援
す
る
議
員
連
盟
の
勉
強
会
に
も
出

席
し
て
い
ま
す
。
総
会
で
は
、
様
々
な
提

案
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
皆

様
に
忌
憚
の
な
い
ご
意
見
を
い
た
だ
け
れ

ば
あ
り
が
た
い
で
す
。

○
議
事
の
進
行

定
款
第
16
条
の
規
定
に
よ
り
松
上
利
男

会
長
が
議
長
に
選
出
さ
れ
た
後
、
事
務
局

か
ら
委
任
状
22
施
設
出
席
47
施
設
で
過
半

数
を
満
た
し
て
い
る
の
で
総
会
が
成
立
し

て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。
8
件
の
議

案
が
検
討
さ
れ
、
い
ず
れ
も
出
席
者
の
全

員
一
致
で
承
認
を
受
け
た
。

⑴�

平
成
29
年
度
事
業
報
告
が
事
務
局
よ
り

な
さ
れ
た
。

�

　
実
施
し
た
事
業
は
、
①
第
31
回
研
究

大
会
新
潟
大
会
の
開
催
②
第
32
回
研
究

大
会
三
重
大
会
の
計
画
③
会
報
（
全
自

者
協
ニ
ュ
ー
ス
）
の
年
2
回
発
行
と
関

連
団
体
等
へ
の
送
付
④
会
員
（
施
設
・

個
人
）
名
簿
の
作
成
⑤
発
達
障
害
支
援

ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
養
成
研
修
の
実
施

⑥
厚
生
労
働
省
等
の
行
政
機
関
、
日
本

自
閉
症
協
会
や
日
本
知
的
障
害
者
福
祉

協
会
を
は
じ
め
と
し
た
関
連
団
体
と
の

情
報
交
換
、
連
携
、
要
望
活
動
な
ど
と

な
っ
て
い
る
。

⑵�

平
成
29
年
度
決
算
報
告
が
事
務
局
よ
り

な
さ
れ
た
。
そ
の
後
け
や
き
の
郷
の
水
野

努
監
事
よ
り
、
適
切
に
会
計
処
理
が
な

さ
れ
て
い
た
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。
本

件
に
つ
い
て
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

⑶�

昨
年
の
第
31
回
研
究
大
会
新
潟
大
会
の

報
告
が
太
陽
の
村
の
菊
地
康
晴
施
設
長

よ
り
な
さ
れ
た
。
3
3
5
名
を
超
え
る

参
加
者
が
あ
り
、
大
会
は
成
功
裏
に
終

わ
っ
た
と
報
告
が
あ
っ
た
。
今
回
か
ら

協
会
員
と
非
協
会
員
で
参
加
費
を
別
に

し
た
。
収
入
と
し
て
、
新
潟
県
と
新
潟

市
お
よ
び
真
柄
福
祉
財
団
か
ら
助
成
を

い
た
だ
き
、
収
支
差
額
は
3
，6
8
3

円
で
あ
っ
た
。

⑷�

平
成
30
年
度
事
業
計
画
案
に
つ
い
て
事

務
局
よ
り
下
記
の
提
案
が
な
さ
れ
、
満

場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

①�

第
32
回
研
究
大
会
三
重
大
会
に
つ
い

て
主
管
施
設
れ
ん
げ
の
里
前
納
欣
人

施
設
長
よ
り
説
明
が
な
さ
れ
た
。
平

成
30
年
10
月
22
日
、
23
日
の
両
日
に

津
市
の
津
市
ア
ス
ト
プ
ラ
ザ
お
よ
び

ホ
テ
ル
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
津
で
「
我
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が
事
、
丸
ご
と
の
地
域
づ
く
り
と
自

閉
症
支
援
」
を
テ
ー
マ
に
定
員
は

2
5
0
名
で
開
催
予
定
と
な
っ
て
い

る
と
説
明
が
あ
っ
た
。

②�

平
成
31
年
度
の
第
33
回
研
究
大
会
に

つ
い
て
は
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
が
担
当
し

て
お
り
、
主
管
施
設
の
障
害
者
相
談
・

地
域
支
援
セ
ン
タ
ー
け
や
き
水
野
努

セ
ン
タ
ー
長
よ
り
説
明
が
な
さ
れ
た
。

③�

会
報
の
発
行
、
お
よ
び
そ
れ
に
伴
う

広
報
委
員
会
の
開
催
、
情
報
提
供
い

ず
れ
も
年
2
回
（
総
会
後
、
研
究
大

会
後
）

④�

世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
2
0
1
9
・

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
共
催

⑤
調
査
・
研
究
活
動

⑥�

平
成
30
年
度
発
達
障
害
支
援
ス
ー

パ
ー
バ
イ
ザ
ー
養
成
研
修
の
実
施
に

つ
い
て
嬉
泉
の
石
井
啓
副
会
長
よ
り

説
明
が
な
さ
れ
た
。
ス
ー
パ
ー
バ
イ

ザ
ー
の
必
要
性
、
定
義
、
養
成
研
修

の
構
成
、
資
格
認
定
、
研
修
の
運
営

体
制
、
研
修
実
施
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

つ
い
て
提
案
が
な
さ
れ
た
。

⑦�

権
利
擁
護
・
虐
待
防
止
委
員
会
の
発

足
、
発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
部

会
の
発
足
に
つ
い
て
松
上
利
男
会
長

よ
り
説
明
が
な
さ
れ
た
。

⑧�

協
会
ブ
ロ
ッ
ク
活
動
の
推
進
と
し
て
、

北
海
道
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
の
星
が
丘
寮

中
野
伊
知
郎
施
設
長
か
ら
活
動
の
報

告
が
あ
っ
た
。
東
北
の
会
員
を
増
や

す
こ
と
と
ブ
ロ
ッ
ク
の
連
携
を
強
化
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
本
年
1
月
に
「
自

閉
症
の
支
援
を
考
え
る
」
を
テ
ー
マ
に

実
践
報
告
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し

た
。
1
5
0
名
の
参
加
者
が
あ
っ
た
。

　�

　
中
国
四
国
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
の
め
ぶ

き
園
五
十
嵐
康
郎
施
設
長
か
ら
活
動

の
報
告
が
あ
っ
た
。
研
修
会
や
施
設

長
会
を
し
て
情
報
交
換
を
し
て
い
る
。

⑨
海
外
情
報
の
収
集
と
提
供

⑸�

平
成
30
、
31
年
度
役
員
に
つ
い
て
松
上

利
男
会
長
よ
り
提
案
が
な
さ
れ
、
満
場

一
致
で
承
認
さ
れ
た
。
な
お
、
理
事
1

名
が
未
定
で
あ
る
が
、
発
達
障
害
支
援

セ
ン
タ
ー
部
会
か
ら
選
任
す
る
と
を
常

任
理
事
会
に
一
任
す
る
こ
と
が
合
わ
せ

て
承
認
さ
れ
た
。

⑹�

平
成
30
年
度
予
算
案
に
つ
い
て
事
務
局

よ
り
提
案
が
な
さ
れ
、
満
場
一
致
で
承

認
さ
れ
た
。

⑺
そ
の
他

�

　
発
達
障
害
支
援
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー

養
成
研
修
の
実
地
研
修
先
に
て
施
設
虐

待
の
疑
い
が
か
け
ら
れ
た
が
、
対
象
と

な
る
市
や
当
協
会
に
よ
る
調
査
の
結
果
、

そ
の
事
実
は
全
く
認
め
ら
れ
な
か
っ
た

と
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。

（
全
自
者
協
事
務
局
）

社
会
福
祉
法
人
萌
葱
の
郷
の
理
念

萌
葱
の
郷
は
、
自
閉
症
総
合
支
援
セ
ン

タ
ー
と
し
て
、
早
期
療
育
、
発
達
支
援
、

就
労
支
援
、
余
暇
支
援
、
相
談
支
援
、
普

及
啓
発
、
専
門
家
育
成
等
の
機
能
を
ラ
イ

フ
ス
テ
ー
ジ
通
じ
て
総
合
的
に
提
供
す
る

と
と
も
に
、
子
育
て
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

と
し
て
、
教
育
・
保
育
・
発
達
支
援
・
保

護
者
支
援
を
一
体
的
に
運
営
し
な
が
ら
障

が
い
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
誰
も
が
安
心
し

て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
共
生
社
会
の
実

現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

本
号
で
は
、
子
育
て
支
援
の
ユ
ニ

ヴ
ァ
ー
サ
ル
セ
ン
タ
ー
と
し
て
運
営
し
て

い
る
豊
後
大
野
子
育
て
総
合
支
援
セ
ン

タ
ー
の
各
事
業
に
つ
い
て
紹
介
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

豊
後
大
野
子
育
て
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

豊
後
大
野
子
育
て
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
、
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
、
地

域
子
育
て
支
援
拠
点
事
業
、
児
童
発
達
支

援
セ
ン
タ
ー
、
放
課
後
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、

保
育
所
等
訪
問
支
援
事
業
を
同
一
敷
地
内

に
て
一
体
的
に
運
営
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
そ
の
地
域
に
暮
ら
し
て
い
る
全
て
の

乳
幼
児
と
家
族
に
対
し
て
障
が
い
の
有
無

会
員
施
設
の
紹
介
：
社
会
福
祉
法
人
萌
葱
の
郷

豊
後
大
野
子
育
て
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
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相
談
支
援
事
業
所
プ
ラ
ス

幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
を
始
め
と

す
る
子
育
て
支
援
機
関
と
児
童
発
達
支
援

セ
ン
タ
ー
と
の
つ
な
ぎ
手
と
な
り
、
こ
ど

も
一
人
ひ
と
り
の
発
達
を
最
大
限
保
証
す

る
最
適
な
環
境
づ
く
り
の
お
手
伝
い
を
し

て
い
ま
す
。

今
年
度
よ
り
、
こ
ど
も
園
と
な
か
よ
し

ひ
ろ
ば
の
中
間
に
あ
る
犬
飼
町
社
会
福
祉

協
議
会
が
運
営
し
て
い
た
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
跡
地
を
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
兼
相

談
支
援
事
務
所
と
し
て
有
効
活
用
し
た
こ

と
に
よ
り
、
施
設
見
学
や
計
画
相
談
、
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
の
調
整
等
を
一
段
と
行
い
や

す
く
な
り
ま
し
た
。

相
談
で
き
る
場
に
な
っ
て
お
り
、
発
達

支
援
に
対
す
る
特
別
観
を
和
ら
げ
る
こ

と
が
で
き
て
い
る
。

④�

早
期
に
支
援
へ
つ
な
ぎ
や
す
い
た
め
、

こ
ど
も
の
発
達
を
最
大
限
保
障
で
き
る

と
と
も
に
、
支
援
計
画
の
変
更
を
こ
ど

も
の
発
達
段
階
に
合
わ
せ
な
が
ら
臨
機

応
変
に
行
う
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

い
ぬ
か
い
こ
ど
も
園

（
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
）

平
成
24
年
に
豊
後
大
野
市
よ
り
民
間
移

管
を
受
け
た
犬
飼
保
育
園
を
平
成
27
年
に

幼
稚
園
機
能
と
保
育
園
機
能
を
備
え
た
幼

保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
に
移
行
し
た
こ

と
に
加
え
て
、
隣
に
児
童
発
達
支
援
セ
ン

タ
ー
を
設
置
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
地
域
の

幅
広
い
子
育
て
支
援
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ

る
教
育
・
保
育
・
発
達
支
援
環
境
が
整
い

ま
し
た
。
こ
の
環
境
が
利
用
児
童
の
発
達

保
障
や
保
護

者
支
援
の
み

な
ら
ず
、
職

員
の
働
き
や

す
さ
に
も
つ

な
が
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、

保
育
士
不
足

が
課
題
と
な

る
中
で
職
員

の
離
職
が
少

な
い
運
営
モ
デ
ル
と
し
て
毎
年
多
く
の
就

職
希
望
者
や
見
学
者
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

な
か
よ
し
ひ
ろ
ば

（
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
）

平
成
27
年
に
旧
犬
飼
町
保
健
セ
ン
タ
ー

を
児
童
福
祉
施
設
に
改
修
し
て
設
置
し
ま

し
た
。
同
一
敷
地
内
に
認
定
こ
ど
も
園
や

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
も
併
設
し
て
お
り
、

障
が
い
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
こ
ど
も
の
発

達
を
最
大
限
保
障
す
る
と
と
も
に
、
地
域

の
子
育
て
家
庭
の
不
安
や
子
ど
も
の
発
達

に
関
す
る
悩
み
、
関
係
諸
機
関
に
お
け
る

困
り
な
ど
に
つ
い
て
も
多
角
的
に
応
じ
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
毎
年
多
く
の
来
談
者
や

研
修
生
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

に
関
わ
ら
ず
、
乳
幼
児
期
か
ら
小
学
校
へ

の
接
続
を
連
続
的
、
且
つ
、
子
ど
も
一
人

一
人
の
月
齢
と
生
活
環
境
や
器
質
的
な
特

性
を
配
慮
し
た
教
育
保
育
を
一
体
的
に
進

め
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
今
年
度
か
ら
は
地
域
子
育
て

支
援
拠
点
事
業
「
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

ゆ
う
ゆ
う
キ
ッ
ズ
」
を
「
児
童
発
達
支
援

セ
ン
タ
ー
な
か
よ
し
ひ
ろ
ば
」
と
「
幼
保

連
携
型
い
ぬ
か
い
こ
ど
も
園
」
の
間
に
移

動
さ
せ
て
「
相
談
支
援
事
業
所
プ
ラ
ス
」

を
加
え
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
子
育
て
家
庭

全
般
に
向
け
た
相
談
支
援
体
制
の
充
実
を

よ
り
一
層
図
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

子
育
て
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
の
効
果
に

つ
い
て
、
代
表
例
を
紹
介
し
ま
す
。

①�

子
育
て
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
で
働
く
全

て
の
職
員
が
発
達
障
が
い
を
理
解
し
や

す
い
環
境
で
あ
る
た
め
、
集
団
場
面
の

中
で
こ
ど
も
一
人
ひ
と
り
に
合
わ
せ
た

教
育
保
育
や
合
理
的
配
慮
が
す
す
み
や

す
い
。

②�

朝
7
時
か
ら
夕
方
7
時
ま
で
の
間
に
教

育
・
保
育
・
療
育
（
発
達
支
援
）
を
提

供
で
き
る
た
め
、
保
護
者
が
仕
事
を
辞

め
ず
に
社
会
で
活
躍
す
る
こ
と
が
で
き

て
い
る
。

③�

地
域
の
保
護
者
や
保
育
園
な
ど
の
子
育

て
支
援
機
関
が
子
育
て
の
悩
み
や
こ
ど

も
の
発
達
に
つ
い
て
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
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は
っ
ぱ
を
か
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

そ
の
思
い
を
引
き
継
ぎ
つ
つ
実
情
に
合

わ
せ
て
研
修
の
内
容
や
構
成
を
再
検
討
し

ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
こ
れ
ま
で
の
研
修

受
講
者
の
感
想
の
中
に
は
、「
自
閉
症
支

援
を
専
門
的
に
や
っ
て
い
る
施
設
で
支
援

の
現
場
を
見
れ
て
、
本
当
に
勉
強
に
な
っ

た
。」
と
い
っ
た
も
の
が
多
く
、
自
閉
症
支

援
の
基
礎
的
な
研
修
の
ニ
ー
ズ
が
多
い
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。
一
見
、『
ス
ー
パ
ー

バ
イ
ザ
ー
養
成
』
と
い
う
研
修
の
目
的
と

受
講
者
の
ニ
ー
ズ
が
乖
離
し
て
い
る
よ
う

な
面
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
こ
と
で
逆
に

五
十
嵐
先
生
の
言
葉
が
身
に
染
み
て
感
じ

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

昨
今
、
発
達
障
害
者
地
域
支
援
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
や
強
度
行
動
障
害
支
援
の
研
修

等
、
自
閉
症
を
は
じ
め
と
す
る
発
達
障
害

支
援
で
は
、「
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
の
養

成
が
急
務
」
と
方
々
か
ら
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
た

り
得
る
に
は
相
応
の
直
接
支
援
の
経
験
が

『
最
低
限
』
必
要
で
、
そ
の
上
に
支
援
チ
ー

ム
を
組
み
立
て
、
機
能
さ
せ
、
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
す
る
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
力
、
人
材
育

成
力
、
地
域
で
の
支
援
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
す
る
力
も
必
要
。『
そ
れ
な
り
』
の
実

践
経
験
の
私
も
、「
あ
な
た
は
ス
ー
パ
ー

ビ
ジ
ョ
ン
が
で
き
ま
す
か
？
」
と
問
わ
れ

る
と
、「
修
行
中
で
す
。」
と
答
え
る
の
が

や
っ
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
矛
盾
し
た

言
い
方
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
実
践
力
は

研
修
を
受
け
れ
ば
身
に
つ
く
と
い
う
も
の

で
は
な
く
、
広
く
深
い
支
援
経
験
を
積
み

重
ね
た
結
果
と
し
て
身
に
つ
く
も
の
だ
と

思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
道
程
は
決
し

て
平
坦
な
も
の
で
は
な
く
、
切
磋
琢
磨
と

共
に
適
切
な
導
き
や
支
え
が
得
ら
れ
る

ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
が
あ
っ
て
こ
そ
感
性

と
い
っ
た
も
の
も
一
定
の
客
観
性
を
有
す

る
技
能
と
し
て
実
を
結
ぶ
も
の
で
す
。
正

に
五
十
嵐
先
生
の
言
葉
通
り
、「
ス
ー
パ
ー

バ
イ
ザ
ー
は
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
な
く
し

て
は
育
た
な
い
」
の
だ
と
思
い
ま
す
。

新
た
な
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
養
成
研
修

は
、
ベ
ー
シ
ッ
ク
・
ア
ド
バ
ン
ス
・
マ
ス

タ
ー
と
い
う
コ
ー
ス
設
定
や
座
学
・
演
習
・

臨
床
実
習
・
事
例
検
討
会
と
い
っ
た
研
修

形
態
は
従
来
通
り
で
す
が
、
コ
ー
ス
毎
に
、

受
講
者
に
そ
の
学
び
を
施
設
や
地
域
の
支

援
現
場
に
持
ち
帰
っ
て
も
ら
い
、
直
接
支

援
や
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
践
を
積
み

重
ね
て
も
ら
う
段
階
を
想
定
し
て
い
ま

す
。
そ
の
上
で
受
講
者
が
各
自
の
実
践
に

対
し
て
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
を
受
け
ら
れ

る
場
を
提
供
し
、
最
終
的
に
ス
ー
パ
ー
バ

イ
ザ
ー
と
し
て
自
他
と
も
に
認
め
ら
れ
る

た
め
の
道
筋
を
示
せ
る
よ
う
に
と
考
え
て

い
ま
す
。

ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
を
請
け
負
う
場
の

提
供
は
、
施
設
支
援
の
現
場
を
持
つ
本
協

会
以
外
に
は
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
。
加

盟
施
設
の
皆
様
に
は
、
よ
り
一
層
の
ご
協

力
を
お
願
い
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

第
10
回
「
世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー

2
0
1
8
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
、
今
年

の
4
月
7
日
（
土
）
に
、
東
京
の
霞
が
関

に
あ
る
全
社
協
灘
尾
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、

参
加
者
は
、
3
7
3
名
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
は
、「
知
り
た
い
、
知
ら
せ
た
い　

発
達
障
害
の
こ
と
〜
こ
ど
も
、
若
者
、
ス

ポ
ー
ツ
、ア
ー
ト
の
視
点
か
ら
〜
」
を
テ
ー

マ
に
お
い
て
、
3
つ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

企
画
致
し
ま
し
た
。
今
年
も
テ
ー
マ
の
基

本
に
は
、「
発
達
障
害
の
こ
と
を
多
く
の
方

に
伝
え
た
い
・
知
っ
て
欲
し
い
」
と
い
う

考
え
や
希
望
の
も
と
に
、
各
地
域
で
の
取

り
組
み
や
実
践
内
容
を
中
心
に
し
た
、
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
発
表
な
ど
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
昼
食
休
憩
時
に
は
、
今
年
の

4
月
2
日
（
月
）
に
開
催
さ
れ
た
「
東
京

タ
ワ
ー　

ラ
イ
ト
・
イ
ッ
ト
・
ア
ッ
プ
・

ブ
ル
ー
」
の
ビ
デ
オ
が
上
映
さ
れ
、
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
の
最
後
に
は
、
各
地
域
で
ご
活

躍
さ
れ
て
い
る
当
事
者
の
皆
様
か
ら
、
力

強
く
気
持
ち
溢
れ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
で
は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
内
容
を

以
下
に
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
２
０
１
８

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告

h─── h─── h─── h─── h─── h─── h─── h─── h─── h─── h─── h─── h─── h─── h

こ
れ
ま
で
本
研
修
は
、
日
本
財
団
か
ら

助
成
を
受
け
て
運
営
し
て
き
ま
し
た
が
、

同
助
成
が
昨
年
度
末
を
以
て
終
了
し
、
そ

れ
に
伴
い
主
催
も
日
本
自
閉
症
協
会
と
の

共
催
か
ら
全
日
本
自
閉
症
支
援
者
協
会
独

自
で
の
運
営
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
担

当
事
務
局
も
萌
葱
の
郷
か
ら
嬉
泉
に
移

り
、
研
修
内
容
・
運
営
等
も
実
情
に
即
し

た
も
の
へ
と
見
直
し
を
行
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

私
は
、
自
閉
症
支
援
の
現
場
で
長
く

働
い
て
き
た
経
験
を
も
と
に
、
現
在
法
人

で
は
、
石
井
啓
常
務
理
事
を
補
佐
す
べ
く

働
い
て
い
ま
す
。
本
研
修
の
事
務
局
も
石

井
と
共
に
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
、
ま
ず
は
五
十
嵐
康
郎
・
猛
両
先
生
、

事
務
局
の
原
田
先
生
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の

研
修
運
営
の
引
き
継
ぎ
を
受
け
ま
し
た
。

康
郎
先
生
は
「
私
は
、
嬉
泉
の
故
石
井
哲

夫
先
生
の
一
番
弟
子
だ
。
自
閉
症
支
援
に

は
良
き
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
の
存
在
が
不

可
欠
だ
。」
と
繰
り
返
さ
れ
、
こ
の
研
修
を

盛
り
た
て
て
い
く
よ
う
に
と
、
私
た
ち
に

『
新
生
』
発
達
障
害
支
援

ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー

養
成
研
修
に
つ
い
て

発
達
障
害
支
援

ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
養
成
研
修

特
定
事
務
局
　
北
川
　
裕
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『
プ
ロ
グ
ラ
ム
』

総
合
司
会　

国
沢　

真
弓　

氏

●
開
会
式　

10
：
00
〜
10
：
40

�　

国
連
事
務
総
長
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
主
催

者
挨
拶
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
会
挨
拶
、

来
賓
祝
辞
、
来
賓
紹
介

●
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
①
10
：
50
〜
12
：
10

�「
安
心
し
て
く
だ
さ
い
！
地
域
の
み
な

さ
ん
」

　

司
会

　
　

市
川　

宏
伸　

氏

　
　
（
日
本
自
閉
症
協
会
）

　
　

日
詰　

正
文　

氏

　
　
（
の
ぞ
み
の
園
）

　

シ
ン
ポ
ジ
ス
ト

　
　

清
水　

慶
子　

氏

　
　
（
東
京
都
三
鷹
市
市
長
）

　
　

濱
田　

剛
史　

氏

　
　
（
大
阪
府
高
槻
市
市
長
）

　
　

奥
脇　

学　

氏

　
　
（�

中
小
企
業
家
同
友
会
全
国
協
議
会	

障
害
者
問
題
委
員
会　

副
委
員
長
）

〜
昼
食
休
憩
〜

〈�

東
京
タ
ワ
ー　

ラ
イ
ト
・
イ
ッ
ト
・
ア
ッ

プ
・
ブ
ル
ー
の
ビ
デ
オ
上
映
〉

●
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
②
13
：
10
〜
14
：
30

「�

や
り
た
い
ん
だ
！
ア
ー
ト
・
ス
ポ
ー
ツ
・

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
」

　

司
会

　
　

澤
江　

幸
則　

氏

　
　
（
筑
波
大
学
）

　
　

水
野　

努　

氏

　
　
（
全
日
本
自
閉
症
支
援
者
協
会
）

　

シ
ン
ポ
ジ
ス
ト

　
　

岡
部　

秀
輔　

氏

　
　
（�

社
会
福
祉
法
人
J
O
Y
明
日
へ

の
息
吹　

J
O
Y
倶
楽
部
副
施

設
長
）

　
　

吉
澤　

昌
好　

氏

　
　
（�

特
定
非
営
利
法
人
ト
ラ
ッ
ソ
ス　

副
理
事
長
）

　
　

中
津
川　

浩
章　

氏

　
　
（�

就
労
継
続
支
援
B
型
事
業
所
ア
ー

ル
・
ド
・
ヴ
ィ
ー
ヴ
ル　

ア
ー
ト

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
）

●
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
③
14
：
40
〜
16
：
00

「
知
っ
て
ほ
し
い
！
街
の
中
の
味
方
」

　

司
会

　
　

大
屋　

滋　

氏

　
　
（�

自
閉
症
児
者
を
家
族
に
も
つ
医

師
・
歯
科
医
師
の
会
）

　
　

橋
口　

亜
希
子　

氏

　
　
（
日
本
発
達
障
害
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

　

シ
ン
ポ
ジ
ス
ト

　
　

赤
松　

隆
滋　

氏

　
　
（�

特
定
非
営
利
活
動
法
人
「
そ
ら
い

ろ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
京
都
」理
事
長
）

　
　

中
里　

裕
次　

氏

　
　
（
株
式
会
社W

O
O

D
Y

代
表
）

●
閉
会
式　

16
：
05
〜
16
：
20

当
事
者
メ
ッ
セ
ー
ジ

主
催
者
挨
拶

今
回
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
先
が
け
、
高

木
美
智
代
厚
生
労
働
副
大
臣
か
ら
の
主
催

者
挨
拶
、
市
川
宏
伸
一
般
社
団
法
人
日
本

自
閉
症
協
会
会
長
か
ら
の
実
行
委
員
長
の

挨
拶
、
来
賓
の
皆
様
か
ら
の
挨
拶
を
い
た

だ
き
、
ア
ン
ト
ニ
オ
・
グ
テ
ー
レ
ス
国
際

連
合
事
務
総
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
代

読
さ
れ
ま
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
全
体
を
振
り
返
り
ま
し

て
、
今
回
の
発
表
な
ど
は
、
各
地
域
で
取

り
組
ま
れ
て
い
る
発
達
障
害
者
へ
の
具
体

的
な
支
援
の
お
話
が
沢
山
盛
り
込
ま
れ
て

い
た
と
思
い
ま
す
。
今
年
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
は
、
10
年
目
と
い
う
一
つ
の
大
き
な
節

目
を
迎
え
て
お
り
ま
し
た
。
今
か
ら
10
年

前
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
今
回
ご
発
表
頂

い
た
実
践
な
ど
は
、
ま
だ
ま
だ
身
近
に
感

じ
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
か
ら
、
ま
た
次
の
10

年
に
向
け
て
、
各
地
域
で
こ
の
よ
う
な
取

り
組
み
が
さ
ら
に
広
が
る
こ
と
を
心
か
ら

願
い
な
が
ら
、
結
び
の
言
葉
に
致
し
ま
す
。

（
社
福
）
け
や
き
の
郷　

水
野
努

１．大会趣旨
我が事・丸ごとの地域づくりと自閉症支援

公的支援のあり方を『縦割り』から『丸ごと』
へと転換する改革が進められています。
“地域は、生活に身近であるから、住民同士が、

日々の変化に気づき、寄り添いながら支え合うこ
とができる。また、地域に暮らす他者が抱える生
活上の課題は、現在又は将来の自分や家族の課題
となり、暮らしやすい地域をつくることは自分の
利益になる。このことが、『我が事』として地域づ

くりに参加するきっかけとなる。”というこの改革
の大枠は、私たちの目指す方向性と軌を一にする
といっていいでしょう。

問題は、この方向を向いて、具体的に展開され
る内容であり、取り組みです。
「誰もが支え合う地域の構築に向けた福祉サー

ビスの実現」として、2016 年（平成 28 年）以降
展開されてきた変革は、目に見えない特別なニー
ズのある自閉症の方たちにとってどういう意味を
持っているのか、自己決定や身体的な健康管理の

────── 第 32回　全日本自閉症支援者協会　三重大会　開催要項 ──────
h─── h─── h─── h─── h─── h─── h─── h─── h─── h─── h─── h─── h─── h─── h
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困難さ、二次障害や、強度行動障害を示す方たち
への支援など、今後、改革が展開されていく中で
彼らにとって何が必要なのかを現場目線でとらえ、
課題を明らかにし、今後必要な自閉症支援の在り
方や制度について考えていきたいと思います。

２．主　催　
　一般社団法人全日本自閉症支援者協会
　�開催担当　全日本自閉症支援者協会東海ブロッ

ク施設
　�あさけ学園　ワークセンターひのき　泰山寮　

小原寮ワンダフルＣ棟　自由の杜、　さつき学園　
伊自良苑　ル・リアン

　�主管施設　社会福祉法人おおすぎ　れんげの里・
城山れんげの里

３．後　援（予定）
　�三重県、津市、一般社団法人日本自閉症協会、

三重県自閉症協会、公益財団法人日本知的障害
福祉協会、三重県知的障害者福祉協会、一般社
団法人日本発達障害ネットワーク、日本自閉症
スペクトラム学会、発達障害者支援センター全
国連絡協議会

４．期　日
平成 30 年 10 月 22 日 （月） ～ 23 日 （火）

５．会　場
津市アストプラザ　アスト津 4 階ホール・会議室
〒 514-0009　三重県津市羽所町 700
電話 059-222-2525
ホテルグリーンパーク津　葵・橘の間、藤 ･ 萩の間
〒 514-0009　三重県津市羽所町 700
電話 059-213-2111

６．参加対象者
全日本自閉症支援者協会会員施設職員
知的障害者関係施設職員、家族（保護者）、その

他関係機関職員

７．参加費
　両日参加　　会　員　８，０００円　
　　　　　　　非会員　９，０００円
　１日のみ　　会　員　５，０００円
　　　　　　　非会員　６，０００円
　情報交換会　８，０００円（会員・非会員とも）

８．大会事務局
　〒 519-2703　三重県度会郡大紀町滝原 1195-1
　�社会福祉法人おおすぎ　障害者支援施設れんげ

の里
　電話 0598-86-3911　Fax 0598-86-3322
　E-mail: rensan@osugi-welf.jp

担当：柳（ヤナギ）・前納（マエノ）

９．日程
１日目（10 月 22 日）

　　13:00 ～ 13:30	 開会式
　　13:30 ～ 14:30	 基調講演

我が事丸ごとの地域作りと自閉症支援」
～全自者協の今後の役割～
　　　全日本自閉症支援者協会

会長　松上　利男 氏
　　14:45 ～ 15:30	 行政説明
　　15:30 ～ 17:30	 記念講演

「自閉症の人の支援」
～中年期から老年期を中心に～
　　　大正大学心理社会学部臨床心理学科

教授　内山　登紀夫 氏
　　18:40	 情報交換会

２日目（10 月 23 日）
　　9:30 ～ 11:30	 シンポジウム

「我が事・丸ごとの地域づくりと自閉症支援」
【シンポジスト】
　　佐藤　貴志
　　（札幌市自閉症者自立支援センターゆい）
　　藤平　俊幸
　　（地域福祉相談センターきざはし）
　　瀧本　惠子（三重県自閉症協会）

【指定討論】
加藤　永歳（厚生労働省）
市川　宏伸（日本自閉症協会）
指定討論　加藤　永歳（厚生労働省）
　　　　　市川　宏伸（日本自閉症協会）

【司　会】　近藤　裕彦（あさけ学園）
　　11:30 ～ 12:00	 閉会式
　　13:00 ～ 16:00	 分科会
　　16:00	 終　了
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○全日本自閉症支援者協会

○日本自閉症協会関係

○ JDD ネット関係

○世界自閉症啓発デー実行委員会

全日本自閉症支援者協会　平成30・31年度役員

役　　職 氏　　名 所　　属 都道府県 備　　考
会 長 松上　利男 北摂杉の子会 大阪府
副 会 長 石井　啓 嬉泉 東京都
副 会 長 小林　信篤 横浜やまびこの里 神奈川
常任理事 近藤　裕彦 檜の里 三重県
常任理事 中野　伊知郎 侑愛会 北海道
常任理事 五十嵐　猛 萌葱の郷 大分県
理 事 小林　勉 菜の花会 千葉県
理 事 中田　匡 めひの野園 富山県
理 事 松本　正 ひらきの里 山口県
理 事 佐藤　貴志 はるにれの里 北海道
理 事 未　定 発達障害支援センター
監 事 永井　岳治 川崎市社会福祉事業団 神奈川県
監 事 水野　努 けやきの郷 埼玉県

事 務 局 佐々木　寛昭 北摂杉の子会 大阪府

広報委員会
五十嵐　猛 萌葱の郷 大分県 委員長
宇治原　誠 嬉泉 東京都
西尾　大輔 はるにれの里 北海道

事 務 局 勝部　真一郎 北摂杉の子会 大阪府

区　　分 氏　　名 所　　属 役　　割

実行委員会 石井　啓 嬉泉
佐々木　寛昭 北摂杉の子会

主 催 団 体

水野　努 けやきの郷 企画委員
永井　岳治 川崎市社会福祉事業団 広報委員
沼倉　実 嬉泉 会場委員
石井　啓 嬉泉 全国対策委員

理 　 事 松上　利男 北摂杉の子会 大阪府
代 議 員 石井　啓 嬉泉 東京都

常任理事 石井　啓 嬉泉 東京都
Ａ Ｓ Ｊ
委 員

茂手木　厚 横浜やまびこの里 神奈川県
川名　あき 世田谷区立下馬福祉工房 東京都

運営委員長 石井　啓 嬉泉 東京都

運営委員

松上　利男 北摂杉の子会 大阪府
小林　信篤 横浜やまびこの里 神奈川
近藤　裕彦 檜の里 三重県
中野　伊知郎 侑愛会 北海道
五十嵐　猛 萌葱の郷 大分県

○発達障害支援スーパーバイザー養成研修運営委員会
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